
社会福祉法人  大
おお

三
み

島
しま

育
いくとくかい

徳会  広報誌 社会福祉法人　大三島育徳会

〒157-0077  世田谷区鎌田 3-16-6
 TEL 03-5491-0340  
 FAX 03-5491-0343
 http://www.oomishima.jp/

地
域
と
と
も
に理

事
長
　
川
道  

襄
司

平成27年6月20日　大規模災害訓練

第３号

1

道友会交流 ……p.5
総合相談事業 ……p.6
後援会報告 ……p.7
グループ施設紹介 ……p.8

理事長あいさつ ……p.1
法人事業計画 ……p.2-3
大規模災害訓練……p.4

◆ 目次　INDEX◆

　

最
近
、
口
永
良
部
島
、
箱
根
山
な
ど
、
火
山
活
動
が
活
発
化
し
て
い
ま

す
。
近
い
将
来
、
地
震
が
東
京
圏
を
直
撃
す
る
と
い
う
予
測
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
に
備
え
て
、
当
法
人
は
、
青
森
県
八
戸
市
の
社
会
福
祉
法

人 

道
友
会
様
と
、「
災
害
緊
急
時
に
お
け
る
相
互
支
援
協
定
」（
平
成
25
年

７
月
19
日
）
を
結
び
ま
し
た
。
６
月
に
は
、
博
水
の
郷
で
行
わ
れ
た
大
規

模
災
害
訓
練
に
田
中
理
事
長
を
は
じ
め
４
人
の
職
員
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
は
、
地
元
の
消
防
署
、
町
会
、
消
防
団
も
参
加

し
て
お
り
、
道
友
会
の
方
と
の
よ
い
顔
合
わ
せ
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

遠
距
離
の
法
人
と
の
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
本
号
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
大
三
島
育
徳
会
が
設
立
さ
れ
、
今
年
で
15
年
と
な
り
ま
す
。
無

事
に
15
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
ひ
と
え
に
今
こ
の
「
せ
せ

ら
ぎ
」
を
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
法
人
は
「
地
域
に
根
差
し
た
社
会
福
祉
」
と
い

う
理
念
の
も
と
、
拠
点
整
備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
決
し
て
順
風
満
帆

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
９
拠
点
16
事
業
所
を
展
開
す
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
職
員
は
160
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
年
々
、
行
事
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
域

の
み
な
さ
ま
と
絆
を
深
め
て
き
た
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
も
地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
法
人
と
し
て
一
緒
に
歩
ん
で

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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平
成
27
年
４
月
の
介
護
報
酬
改
定
に

よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
サ
ー
ビ
ス
基
本
単

位
が
大
幅
に
引
き
下
げ
さ
れ
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、特
養
は
約
６
％
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
約
10
％
の
削
減
で
す
。
そ
の
結

果
、
昨
年
度
と
稼
働
率
が
同
水
準
で
あ

れ
ば
、
用
賀
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
を
除
い
た
す
べ
て
の
事
業
所
が
大

幅
な
減
収
と
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
収

益
の
核
と
も
言
え
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
利
用
率
が
下
が
る
可
能
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

特
定
施
設
に
お
け
る
短
期
利
用
の
要
件

が
緩
和
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、

都
内
の
深
刻
な
介
護
人
材
不
足
が
重

な
っ
て
い
ま
す
。
法
人
創
設
以
来
、
最

大
の
試
練
の
時
を
迎
え
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。
高
齢
者
支
援
局
は

こ
の
状
況
を
打
破
す
べ
く
、
今
年
度
は

つ
ぎ
の
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

① 

稼
働
率
の
向
上

　

特
養
利
用
率
98
％
（
シ
ョ
ー
ト
の
利

用
を
含
む
）、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用

率
98
％
、
シ
ョ
ー
ト
利
用
率
110
％
を
目

標
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
退
所

に
よ
る
空
床
０
を
目
指
す
と
と
も
に
入

院
に
よ
る
空
床
を
極
力
減
ら
し
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
お
い
て
は
、
近
隣

の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
へ
の
営
業
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
機
能
訓
練
や
送
迎
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
検
討
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
部
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
部
の
事
業
所
が
利
用
者
情

報
を
共
有
し
て
新
規
利
用
者
の
獲
得
に

努
め
ま
す
。

② 

加
算
の
取
得

　

日
常
生
活
継
続
支
援
加
算
、
看
取
り

介
護
加
算
な
ど
、
加
算
に
関
し
て
は
算

定
要
件
を
確
認
し
、
取
得
す
る
要
件
を

整
え
ま
す
。
ま
た
、
加
算
を
取
得
す
る

た
め
の
人
的
負
担
が
逆
に
収
益
を
圧
迫

し
な
い
か
取
得
要
件
を
よ
く
検
討
し
ま

す
。

③ 

人
材
確
保
・
育
成
・
定
着

　

人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
課
が
中
心
と
な
り
、
人
材
対
策
室

と
協
働
し
て
就
職
フ
ェ
ア
な
ど
へ
積
極

的
に
参
加
を
し
ま
す
。
ま
た
、
退
職
者

が
出
た
場
合
に
安
易
に
人
員
補
充
は
せ

ず
に
、
法
人
全
体
の
人
材
で
適
材
適
所

の
配
置
を
工
夫
し
て
行
い
、
人
件
費
を

抑
え
ま
す
。
育
成
・
定
着
に
つ
い
て
は
、

「
個
人
育
成
計
画
」
を
作
成
し
、
個
々

の
目
標
に
沿
っ
た
教
育
を
し
ま
す
。
個

人
育
成
計
画
の
目
標
に
は
、
自
己
啓
発

意
欲
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
設
定
し
、

資
格
取
得
を
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
内
部
外
部

研
修
を
充
実
さ
せ
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で

き
る
体
制
を
築
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

法
人
が
取
り
組
ん
で
い
く
「
社
会
貢
献

活
動
」
へ
の
参
加
な
ど
を
含
め
、
社
会

福
祉
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

④ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
経
営
支
援

　 

補
助
金
の
取
得

　

経
営
支
援
事
業
に
お
け
る
努
力
・
実

績
加
算
ポ
イ
ン
ト
を
で
き
る
限
り
取
得

し
て
い
き
ま
す
。
介
護
報
酬
引
き
下
げ

に
よ
る
減
収
を
補
う
と
と
も
に
、
施
設

の
努
力
や
実
績
に
対
す
る
適
正
な
評
価

を
受
け
る
た
め
で
す
。

⑤ 

効
率
的
運
営

　

博
水
の
郷
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

は
年
間
を
通
し
て
特
定
事
業
所
加
算
を

取
得
で
き
る
人
的
要
件
を
整
え
ま
す
。

訪
問
介
護
は
身
体
介
護
の
比
率
を
高
め
、

効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

事
務
部
門
に
お
い
て
は
、
職
員
の
担
当

業
務
を
見
直
す
と
と
も
に
配
置
転
換
を

行
い
組
織
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
変
革
の
チ
ャ
ン
ス
と
受

け
止
め
、
高
齢
者
支
援
局
が
一
致
団
結

し
て
事
業
計
画
を
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

平成27年度  高齢者支援局 事業計画の骨子 高齢者支援局長　田中雅英

　６月１日、３日に八景島シーパラダイスに行きました。ご利用者７名、ご家
族３名、職員９名、総勢19名で実施しました。久しぶりに遠出の外出だった
ので、ご利用者がとても喜んでいらっしゃいました。ペンギンやラッコの可愛
い姿、ジンベエザメやセイウチの大きさにびっくりしながらも、皆さんと観
賞していました。肌寒い中でのイルカショーは、小さな子供たちと一緒に鑑賞
する事もでき、天候を吹き飛ばすほどの拍手喝采がありました。ご利用者やご
家族から「とても楽しく、良い思い出がつくれました。ありがとうございま
した。」とのお言葉を頂くことができました。これからも色々な企画を提案し、
ご利用者に楽しんで頂きたいと思います。

親子3人で
「ハイチーズ」

イワシの群れに大感動 !!

レポート1
日帰り旅行について

　６月１日、３日に八景島シーパラダイスに行きました。ご利用者７名、ご家
族３名、職員９名、総勢19名で実施しました。久しぶりに遠出の外出だった
ので、ご利用者がとても喜んでいらっしゃいました。ペンギンやラッコの可愛
い姿、ジンベエザメやセイウチの大きさにびっくりしながらも、皆さんと観
賞していました。肌寒い中でのイルカショーは、小さな子供たちと一緒に鑑賞
する事もでき、天候を吹き飛ばすほどの拍手喝采がありました。ご利用者やご 親子3人で
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障
害
者
支
援
局
の
基
幹
施
設
で
あ
る

玉
川
福
祉
作
業
所
は
、
世
田
谷
区
立
の

障
害
者
福
祉
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し

て
当
法
人
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
指
定

管
理
期
間
は
５
年
間
で
、
５
年
ご
と
に

選
定
し
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
当
法
人
は
平
成
27
年
度
か
ら
31

年
度
ま
で
の
指
定
管
理
者
に
再
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の

お
か
げ
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
、
障
害
者
に
関
す
る

初
め
て
の
国
際
条
約
「
障
害
者
の
権
利

に
関
す
る
条
約
」
の
条
約
締
結
国
に
よ

う
や
く
日
本
が
な
り
ま
し
た
。
世
界
で

140
番
目
で
す
。
締
結
ま
で
に
長
い
時
間

が
か
か
っ
た
理
由
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

内
法
の
整
備
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

平
成
24
年
の
障
害
者
総
合
支
援
法
、
障

害
者
虐
待
防
止
法
、
平
成
25
年
の
障
害

者
差
別
解
消
法
、
障
害
者
雇
用
促
進
法

改
正
な
ど
の
成
立
で
す
。

　

今
後
、
社
会
の
中
で
障
害
を
理
由
と

し
た
差
別
を
禁
止
す
る
だ
け
で
な
く
、

障
害
者
に
対
し
て
合
理
的
配
慮
が
課
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
障
害
者
施

策
の
大
き
な
転
換
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今
年
度
の
重
点

対
策
は
以
下
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

① 

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る

　

利
用
者
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。
地
域
住
民
へ
障
害

者
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
開
か
れ
た

施
設
を
目
指
し
地
域
の
施
設
活
用
を
拡

大
し
ま
す
。
地
域
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
導
入
を
強
化
し
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
居
住
支
援
と

し
て
地
域
の
中
で
当
た
り
前
に
生
活
が

で
き
、
地
域
に
見
守
ら
れ
支
援
さ
れ
る

よ
う
な
空
間
「
社
会
参
加
」
を
確
保
し

ま
す
。

② 
障
害
者
就
労
の
促
進

　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
基
づ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
の
資
質
能

力
、
障
害
程
度
に
合
わ
せ
た
作
業
を
提

供
し
、
生
産
活
動
に
必
要
な
知
識
、
技

能
を
育
成
す
る
と
と
も
に
職
業
生
活
に

適
応
で
き
る
自
立
心
を
養
い
ま
す
。
同

時
に
自
分
に
あ
っ
た
働
き
方
を
見
つ
け
、

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
就
労
移
行
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。
工
賃
ア
ッ
プ
を
実

現
さ
せ
、
働
き
が
い
の
あ
る
作
業
活
動

に
な
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

◆ 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

　

 

業
務
用
た
ま
ピ
カ
ク
ロ
ス
の
販
路
拡

大
、
二
子
玉
川
駅
周
辺
再
開
発
に
伴

う
灰
皿
清
掃
を
獲
得
し
ま
す
。

◆ 

就
労
移
行
支
援

　

 

地
域
に
お
け
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
再

構
築
、
定
着
支
援
の
再
構
築
を
は

か
り
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
組
織

活
動
を
充
実
し
ま
す
。

③ 

相
談
支
援
体
制
の
構
築

　

当
法
人
は
、
利
用
者
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に

指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
「
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー　

フ
ォ
ル
テ
」
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

解
決
、
負
担
の
軽
減
を
目
指
し
て
地

域
の
社
会
資
源
を
活
用
し
て
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
支
援
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
等
利

用
計
画
を
希
望
す
る
利
用
者
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
保
健
福
祉
課
と
連
携
し
計
画

策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
を
進
め
ま

す
。

　　

以
上
、
利
用
者
が
主
体
と
な

り
、
自
分
ら
し
い
生
活
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
同
が

手
を
携
え
て
支
援
を
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

平成27年度  障害者支援局 事業計画の骨子 障害者支援局長　比留間孝子

　７月９日、10日、恒例の宿泊行事を実施しました。1日目、天然記念物「とう
のへつり」を覗きこみ自然の浸食の力に圧倒されました。「会津鉄道お座トロ
列車」を貸切り、車掌さんのコスプレで記念撮影をしました。夜は100畳も
ある大宴会場でカラオケ大会に興じました。2日目、会津の郷土玩具「赤ベコ」
の絵付け体験グループでは、それぞれの芸術性を発揮し、オリジナルの赤ベ
コ、黒ベコ、水玉ベコが誕生しました。鶴ヶ城グループは天守閣まで汗して登
り、その後のお楽しみアイスクリームを堪能しました。メインイベントは喜多
方ラーメンの手打ち体験。麺の太さはまちまちでしたが、自分で作ったラーメ
ンは格別でした。総勢 54人の旅、とても思い出に残る宿泊行事になりました。

オリジナルの
「赤ベコ」が
勢揃い

天
守
閣
を
バ
ッ
ク
に

記
念
撮
影

レポート2
世田谷区立玉川福祉作業所（本園）―会津旅行記―

　

以
上
、
利
用
者
が
主
体
と
な

り
、
自
分
ら
し
い
生
活
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
同
が

手
を
携
え
て
支
援
を
充
実
さ

オリジナルの
「赤ベコ」が
勢揃い勢揃い
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梅
雨
の
晴
れ
間
と
な
っ
た
平
成
27
年
６

月
20
日
の
土
曜
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
博
水
の
郷
に
お
い
て
大
規
模
災
害
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
①
避
難
訓
練
、
②
放

水
訓
練
、
③
非
常
食
試
食
会
、
と
い
う
３

つ
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
今
回
の
訓
練
に

は
博
水
の
郷
の
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
法

人
職
員
、
玉
川
福
祉
作
業
所
や
ホ
ー
ム
い

ろ
え
ん
ぴ
つ
の
利
用
者
、
地
域
町
会
で
あ

る
鎌
田
南
睦
会
の
方
９
名
、
成
城
消
防
署

署
員
の
方
７
名
、
成
城
消
防
団
第
５
分
団

の
方
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
他
今

回
初
め
て
、「
社
会
福
祉
法
人
道
友
会
」

の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

せせらぎ

まず、ご利用者に
防災頭巾を !

放水訓練、この姿勢が重要 !

非常災害食試食会のようす

災害対策本部に集合

ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
て

町
会
へ
引
き
継
ぎ

　

さ
て
、
時
計
の
針
が
10
時
を
指
す
と
、

「
大
地
震
発
生
後
に
厨
房
か
ら
出
火
」
と

い
う
想
定
で
参
加
者
が
一
斉
に
動
き
出
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
の
訓
練
内
容
は
消
火
器
、

消
火
栓
を
利
用
し
た
初
期
消
火
、
災
害
対

策
本
部
の
設
営
、
避
難
誘
導
、
負
傷
者
の

救
助
な
ど
で
す
。
な
か
で
も
特
に
重
要
な

の
は
１
階
ま
で
お
連
れ
し
た
避
難
者
（
負

傷
者
）
を
、
救
助
要
請
に
基
づ
い
て
出
動

し
た
鎌
田
南
睦
会
の
方
に
引
き
継
ぎ
、
避

難
誘
導
、
救
護
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
す
。

両
者
と
も
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

訓
練
が
進
む
に
つ
れ
て
引
き
継
ぎ
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は〝
い
ざ
〞

と
い
う
と
き
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
と
て

も
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
が
終
了
し
た
後
は
、
消
火
栓

を
使
っ
た
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
落
ち
着
い
て
放
水
す
る
な
か
、

そ
の
水
圧
の
高
さ
に
ホ
ー
ス
が
振
ら
れ
て

し
ま
う
職
員
も
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
は
非
常
災
害
食
の
試
食

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
用
意
し
た
19
品
目

は
い
ず
れ
も
手
軽
で
味
も
良
く
、
レ
ト
ル

ト
の
山
菜
お
こ
わ
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
、
サ

バ
味
噌
煮
な
ど
災
害
食
と
は
思
え
な
い
も

の
ば
か
り
で
し
た
。
災
害
時
こ
そ
味
は
大

事
だ
と
考
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
人
気
が
高
か
っ
た
も
の
を
こ
れ
ま

で
の
乾
パ
ン
、
ア
ル
フ
ァ
ー
米
、
缶
詰
な

ど
に
か
え
て
貯
え
る
予
定
で
す
。
道
友
会

の
方
た
ち
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
２
年
ぶ
り
の
大
規
模
災
害
訓
練

で
し
た
が
、
思
っ
た
以
上
に
訓
練
参
加
者

の
動
き
が
良
く
、
成
城
消
防
署
の
方
に
は

お
褒
め
の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
道
友
会
の
職
員
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
災
害
時
に
お
け
る
対

応
の
一
端
を
知
っ
て
い
た
だ
く
意
味
で
も

有
意
義
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
も
鎌
田
南
睦
会
や
青
森
道
友
会
と
の
連

携
を
深
め
つ
つ
〝
い
ざ
〞
と
い
う
時
の
こ

と
を
常
に
考
え
て
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
訓
練
に
つ
い
て

まず、ご利用者に
防災頭巾を !
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６
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

青
森
県
八
戸
市
の
社
会
福
祉
法
人
道
友
会

と
の
交
流
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

の
目
的
は
、
両
法
人
間
の
情
報
交
換
、
な

ら
び
に
大
規
模
災
害
訓
練
へ
の
参
加
で
す
。

　

初
日
は
、
玉
川
福
祉
作
業
所
本
園
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ま
ぼ
う
し
、
タ
ガ
ヤ
セ

大
蔵
デ
イ
、
喜
多
見
だ
ん
ち
デ
イ
の
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
道
友
会
の
方
か
ら
は
自

分
た
ち
の
施
設
に
取
り
入
れ
た
い
設
備
や
、

取
り
組
み
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
日
目
は
、

博
水
の
郷
の
大
規
模
災
害
訓
練
に
参
加
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
道

友
会
の
女
性
職
員
２
名

に
は
救
護
所
の
設
営
と

運
営
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
避

難
し
て
き
た
人
た
ち
の
誘
導
や
、
人
数
の

確
認
な
ど
を
、
迅
速
か
つ
て
い
ね
い
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
名
の
男

性
職
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
博
水
の
郷
職
員
と

ペ
ア
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
60
㎏
あ
る

ダ
ミ
ー
人
形
を
負
傷
者
に
み
た
て
、
救
助

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
道
友
会

の
田
中
理
事
長
か
ら
は
、「
こ
の
よ
う
な

大
規
模
の
訓
練
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
く
、

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
自
施
設
で
の

訓
練
の
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
法
人
の
田
中
常
務
理
事
に

よ
る
講
演
「
大
三
島
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
行

い
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
大
三
島
育

徳
会
を
設
立
し
た
経
緯
や
法
人
名
の
由
来

に
は
じ
ま
り
、
開
設
時
は
１
拠
点
３
事
業

所
で
あ
っ
た
法
人
が
こ
れ
ま
で
「
地
域
に

根
差
し
た
社
会
福
祉
」
の
理
念
も
と
、
地

域
と
と
も
に
歩
み
９
拠
点
16
事
業
所
ま
で

拡
大
す
る
過
程
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

遠
く
離
れ
た
青
森
県
八
戸
市
の
社
会
福

祉
法
人
と
「
災
害
緊
急
時
に
お
け
る
相
互

支
援
協
定
」
を
結
ん
で
い
る
こ
と
に
は
理

せせらぎ

真剣なまなざしで聴き入る道友会職員

「
社
会
福
祉
法
人
道
友
会
」
と
の
交
流

由
が
あ
り
ま
す
。
近
隣
県
で
あ
れ
ば
、
当

法
人
と
同
様
に
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
て

い
る
可
能
性
が
高
く
、
支
援
を
す
る
余
裕

が
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
す
。
し
か
し
、

遠
距
離
で
あ
れ
ば
、
災
害
の
影
響
は
な

く
、
物
資
や
人
的
支
援
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
首
都
圏
（
１
都
７
県
）
で

は
な
く
、
遠
距
離
に
あ
る
法
人
と
の
相
互

支
援
協
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
な

の
で
す
。
近
い
将
来
、
地
震
や
火
山
の
噴

火
な
ど
の
災
害
が
首
都
圏
を
直
撃
す
る
と

い
う
予
測
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
大
災
害
に
対
す
る
「
備

え
」
と
し
て
、
今
回
の
交
流
研
修
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

次
回
は
当
法
人
の
職
員
が
道
友
会
の
災

害
訓
練
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
日
頃
よ
り
職
員
同
士
が
交
流
し
て
お

く
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ス
ム
ー
ズ

に
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

す
。
今
後
も
定
期
的
に
交
流
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

全国老人福祉施設協議会主催の
ホームページコンテスト

　全国での会員数は、1万1421施設です。
コンテスト応募者の中から予選を突破し、
最終約60候補の中から 2位に選ばれまし
た。昨年から全事業所でホームページ委員
会を立ち上げ、施設・事業所のＰＲを職員
一同頑張った証しだと思います。

給食を共に、盛り上がる意見交換
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せせらぎ

　特養のご利用者のなかには夕方頃になると「家に帰らなくちゃ」と言って、出口を探し始
める方がいらっしゃいます。私は特養博水の郷のケアスタッフとして４年間働いてきました
が、ご利用者がこういった「帰宅願望」に駆られた時のスタッフとしての関わり方に一番苦
労したのかなと思います。「家に帰りたい」方を説得するのは難しく、「帰りたい」気持ちを
紛らわすことしか出来ないからです。人が自分の家で暮らしたいという気持ちはそれほどま
でに強いものなのだといつも感じていました。そういった経験を重ねるうちに、人がいつま
でもご自宅で暮らしていけるよう援助する仕事をしてみたいという思いが次第に強くなって
きました。この度、自分のスキルアップのことも考え、異動の希望を出し、７月から居宅介
護支援事業所博水の郷にてケアマネジャーとして働く事になりました。これからはご利用者
が在宅にてご自分らしく生活して頂けるよう精一杯支援して参りたいと思います。

　

法
人
が
世
田
谷
区
か
ら
委
託
運
営
し
て

い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
用
賀
あ

ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
」
は
、
高
齢

者
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
地
域
の
皆

様
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
認
定
や
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

申
請
受
付
、
介
護
予
防
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
認
知
症
ケ
ア
の
支
援
、
虐
待
・
消

費
者
被
害
の
対
応
な
ど
幅
広
い
相
談
・
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
７
月
１
日
か
ら
は
、
相
談
対
象

を
拡
充
し
た
新
し
い
「
総
合
相
談
事
業
」

が
始
ま
り
、
障
害
の
あ
る
方
・
児
童
・
母

子
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業

は
、
平
成
28
年

度
か
ら
区
内
全

27
か
所
の
あ
ん

し
ん
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
で
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に

先
駆
け
て
、
今
年
度
は
用
賀
あ
ん
す
こ
を

含
む
５
か
所
（
砧
・
用
賀
・
上
北
沢
・
松
原
・

烏
山
）
で
先
行
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
職
員
は
、
各
専
門
分
野
の
研
修
を
受

け
た
り
、
母
子
保
護
施
設
の
見
学
を
し
た

り
す
る
な
ど
、
対
象
者
に
応
じ
て
適
切
に

支
援
が
で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
当
法
人
は
玉
川
福
祉
作
業
所
内
に

お
い
て
「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー  

フ
ォ
ル

テ
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る

方
の
ご
相
談
の
際
に
は
連
携
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
法
人
の
強
み

を
生
か
し
て
一
丸
と
な
り
、
地
域
住
民
の

皆
様
の
暮
ら
し
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
用
賀
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
合
相
談
事
業
が
始
ま
り
ま
す

用賀出張所内「用賀あんしんすこやかセンター」

職員の声

居宅介護
支援事業所に
異動して

ケアマネジャー

松下  昌平 

■後援会入会お申込と連絡先　〒157-0077 東京都世田谷区鎌田3-16-6　社会福祉法人大三島育徳会気付
　　　　　　　　　　　　　　TEL 03-5491-0340 　FAX 03-5491-0343　URL http://www.oomishima.jp/
　　　　　　　　　　　　　   後援会「せせらぎ会」会長　御園生久義　　事務担当　倉井、阿久沢、坂井

個人会員　　  3,000円／口／年
団体会員　   10,000円／口／年

　　 ◆振込金融機関◆

金融機関　　ゆうちょ銀行
口座番号　　 15181181

●後援会の会員募集は随時行っています。
●申込書は各事業所窓口、法人ホームページからダウンロードできます。
●会員資格は1年更新とし、入退会は自由です。
●会員口数の上限はありません。
●会員入会後は本広報誌を 2回／年お届けします。

◆後援会ご入会のお願い◆
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せせらぎ

　毎月10日午前 8時から 30分間、法人後援会「せ
せらぎ会」は地域の「あいさつ運動」に参加して
います。この運動は、今年 4月から近隣小学校・
中学校の合同組織「あいさつの日推進委員会」が
主催している活動です。挨拶を通して、地域での
人間関係のひろがりと、防犯・防災を兼ねた児童
の見守りを目的に始められました。見ず知らずの
人から挨拶されることに戸惑っていた子供たちも、
今では自分から元気よく声をかけてくれるように
なりました。また子供たちだけでなく地域の方か
らも挨拶していただけるような“なじみ”の関係
を築くこともできはじめています。
　これからも地域の一員として、また後援会「せ
せらぎ会」を知っていただくため、「あいさつ運動」
に参加していきます。

　拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　さて私儀このたび「せせらぎ会」会長に就任させていただく
事となりました。
　社会福祉法人　大三島育徳会後援会の健全な運営と発展のた
め、微力ながら最善を尽くす所存でございますので、何卒よろ
しくご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 敬具

通学・通勤のみなさまに元気よく挨拶

◆個人会員

◆団体会員

浅野 朋子
岩谷 八重子
河原 實
小嶋 みやこ
鈴木 昌子
塚越 夫美恵
富張 嘉則
早川 ゆき
堀口 清則
緑川 美佐子
安田 生
山口 美恵
和田 雅世
坂井 祐

荒井 千恵子
大角 謙介
木村 秀男
小松 幹雄
高比良 淑子
綱島 勝良
中村 友子
林田 繁
松木 惠子
村上 康子
安田 ハルエ
山下 七郎
浅野 久美子
田中 雅英

新井 永子
小田 かよ子
木村 真樹
小宮 富美子
多喜 貞子
綱島 スエ
夏目 多起子
原 佳子
松田 フミ子
室 清
安田 護
山下 純子
石野 正子
田中 美佐

朝日 實
上田 晋之
喜島 大道
小林 義一
高井 綾子
津田 靖久
中島 孝記
林田 明美
松川 政代
宮下 裕司
安田 登
山崎 正子
阿久沢 佐喜子
佐藤 朋巳

荒井 ひろ美
小野 途子
久世 まゆみ
坂井 義明
武井 久子
角田 直子
根岸 喜良
檜垣 宮子
松村 朋子
馬渡 澄子
山岸 久子
山本 聡子
片桐 恵子
比留間 孝子

伊藤 恵美子
加治木 博子
小泉 珠子
澤野 由子
田中 英雄
富張 幾久恵
芳賀 佐和子
藤本 利治
松山 俊之
安田 耕平
山口 信光
渡辺 由美子
倉井 葉子
矢野 弘枝

荒木 哲郎
小野 裕次郎
久世 良三
佐藤 進
田中 千鶴子
寺本 恵理
根岸 久美
藤木 敏子
松山 正作
門間 正子
山口 晃
八本 鈴美
川道 英弘
森田 裕子

伊藤 清子
金井 芳子
古川 利恵
鈴木 崇
田中 瑞枝
　　他 匿名25名

株式会社アイテックス
NPO法人はあと世田谷
株式会社ファミック
鎌田南睦会
カトリック礼拝会
株式会社松陰会館
　　他 匿名1団体

法人後援会「せせらぎ会」会員名簿（敬称略） 平成27年7月1日現在

後援会「せせらぎ会」報告

社会福祉法人 大三島育徳会 後援会
せせらぎ会

会長　御
み

園
その

生
お

 久
ひさよし

義
　今年度の役員構成は以下の通りです（平成 28年 3月31日まで）。

■会長　御園生久義　　■副会長　河原 實　　■幹事　安田 生　　■会計　川道英弘　　■監査　八本鈴美

後援会せせらぎ会と法人の架け橋として一生懸命活動しますのでご協力お願いします。

「あいさつ運動」に参加しています！

　　　　　　　＜今後の予定＞

毎月10日　　　  あいさつ運動　参加
　　　　　　　　　　   （10日が日曜日の場合は前後します）

 9月上旬　　　　 役員会
10月  3日（土）　 玉福まつり　参加
10月18日（日）     博水の郷文化祭　参加
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せせらぎ

　  編集後記
　最近マスコミで社会福祉法人の在り方を問う記事を目にするにつけ、多くの
法人が実施している事業内容を社会にPRしてこなかったのだなあと内心忸怩
たるものがあります。地域に根ざした福祉を理念に掲げている当法人は、事業
内容を可能な限り地域の方々に発信していこうと考えています。既載のとおり
昨年度、「第8回広報コンテスト ホームページ部門」において、当法人HPが
『優秀賞』を受賞しました。博水の郷を拠点とする8事業所がユニークな“手作
り記事”を継続的にアップしていることが高く評価されました。今後もこれを
生かしてさまざまな情報を提供していきます。地域との密接な情報のやり取り
を通じて、地域にしっかりと根を張り地域のニーズに応えていきます。掲載す
る内容などについてお気付きの点がございましたらぜひご意見をお寄せ下さい。

せせらぎ　第3号
発行日　2015（平成27）年 8月15日
発行者　せせらぎ広報編集委員会
発行所　社会福祉法人　大三島育徳会
　　　　〒157-0077  世田谷区鎌田 3-16-6
 　　　　TEL 03-5491-0340
　　　　 FAX 03-5491-0343
 　　　　http://www.oomishima.jp/

◆グループ施設紹介◆

社会福祉法人　大三島育徳会

●お問い合わせ及び見学は随時受け付けております

「地域に根ざした社会福祉」を目指します

「使用した掲載写真は、ご本人とご家族・関係者
の同意を得ております」


